
【タイトル】がん患者の鎮痛薬による傾眠および注意力低下に関する調査 

【背景】がん性疼痛およびがん関連疼痛に使用されるオピオイド系鎮痛薬、抗てんかん薬、抗うつ薬には

集中力低下について添付文書にて注意喚起がされている。これらの薬剤について抗ヒスタミン薬のよう

な集中力の低下等を定量的調査した報告はない。既報では非がん患者でのオピオイド系鎮痛薬での運動

能力などの報告があるが、がん患者に対して薬剤が関連する日中の過度な眠気や集中力低下について調

査した報告はない。 

【目的】がん性疼痛およびがん関連疼痛に対してオピオイド系鎮痛薬、抗てんかん薬、抗うつ薬を服用中

のがん患者において、日中の過度な眠気や集中力低下による生活へ影響を定量的に評価する 

【研究デザイン】前向き観察研究またはアンケート調査（記述的研究） 

【選択基準】がん性疼痛およびがん関連疼痛に対してオピオイド系鎮痛薬、抗てんかん薬、抗うつ薬を服

用中のがん患者 

【除外基準】睡眠薬、抗ヒスタミン薬を服用中の患者。睡眠時無呼吸症候群や器質的・非器質的な脳機能

障害が既往にある患者。 

【目標症例数】90 名（がん患者の ESS を用いた既報をもとに設定） 

【方法】 

鎮痛薬を服用中で疼痛管理が比較的安定しているがん患者に対して、下記の評価を行い、薬剤ごとで日

中の眠気および注意機能について評価する。また薬剤間でどのような違いがあるか傾向を調査する。 

日中の眠気、集中力低下についての評価方法： 

① ＜日中の過度な眠気の主観的評価法＞ 

「日本語版 JESS」で測定する。JESS は健康関連 QOL（http://www.qualitest.jp/qol/ess.html）からダウ

ンロード可能（調査目的で使用する場合は申請が必要、ライセンス料あり） 

② TMT（Trail Making Test）、かなひろい、間違え探し 

【予想される結果】 

傾眠耐性を形成されたオピオイド使用患者においては、日中の傾眠や集中力低下については影響がすく

ない可能性がある。一方で、抗てんかん薬や抗うつ薬については、日中の傾眠や集中力低下の可能性があ

り、より日常生活での注意が必要である。 

 

日本版 ESS（JESS）について 

 


